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[目 的]

人工呼吸器用 F&P社製加温加湿器MR850のシングルユー

ス回路には吸気熱線入り(シングルヒーター)と吸気呼気

熱線入り (テ占ユアルヒーター)の 2種類が選択可能である。

近年、ウォ ータートラップからのリ ーク事故予防と閉鎖回

路の維持などのリスクマネジメントの観点からウォーター

トラ yプレスのデュアルヒータ一回路(図J)の有効性が

認識されてきている。吸気1111)は温度プロー 7-で、温度が制御

されているが、呼気側には温度プロープが無いため温度を

本体で確認できな" 0 そこで、今回呼気側回路の温度分布

を調べ、ヒーターによる加温コントロ ルについて定量的

に測定した。

[方法l
F&P社製加温加湿器 MR850とシングルヒ ータ ー|口l路

RTI05およびデュアルヒータ 一回路 RTI00を!lJ，、た人 I:ITT' 

吸管理中の挿管忠告 (成人)における11}気側1"1路の Yピ

ス出口から呼気フィルタ HJj口までの 6点を赤外線サーモ

グラ 7{-r:撮影 し、 l'lii回路の温度分イ1;を比較した。
[結果]

デュアルヒーター呼気側温度はシングルヒータ に

比べ、 Yピース出口で+4.2't、 Yから 75cm中間部で+

12.0't、呼気フ ィルタ一部で+6.1'tの温度差が確認された。

シングルヒーターでは Y ピースから呼気フィルターまでの

間でガスが室温レベルまで温度降下するため、結露は避け

られずウォータートラ yプからの定期的な水抜き作業は必

須となる。しかし、デュアルヒーターにおいては Yピース

から呼気フィルターの聞でガスを加温するため相対湿度が

下がり結露を抑制することが可能となる。

[結語]

デュアルヒータ一回路を使用することで呼気ガスの温度

降下を抑え、結露の発生を減少させることができる。これ

により、結露のタレコミのリスク を低減することが可能で

あると考える。また、ウォータートラ yプレス構造で閉鎖

回路が保持でき、水抜き作業でのウォータートラップはめ

込み不良によるリークの発生といったリスクを取り除くこ

とができる。一方、呼気側ガスが高い湿度を保ったまま呼

吸器に戻るため、水分によるトラブル(例えばフローセン

サ一部での結露なと )の考えられる呼吸器は呼気フィル

ターを使用して温度降下と水分除去をするなどの措置が必

要である。デュアルヒーターを使用する際は呼吸器メー

カーにこの点を十分確認してから使用することが望まし

しミ。

図 1: MR850加温加湿器と RTlOOデュアルヒータ一回路

(Fisher&Paykel Healthcare社製)
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図 2サーモグラフィ撮影間像(左シングルヒーター 右

デュアルヒーター)

図3 シングルヒーターおよびデュアルヒーターの温度変

化




